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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

 

 
 

第21期（決算日：2017年７月31日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオー

プン Ａコース」は、去る７月31日に第21期の決算を

行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上

げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2021年７月30日まで（1996年８月１日設定）

運用方針 

マザーファンドを通じて、ＮＡＳＤＡＱ市場
に登録されている株式に投資し、キャピタル
ゲインの積極的な獲得をめざします。組入銘
柄につきましては、ボトムアップ・アプロー
チを基本として、個別銘柄のファンダメンタ
ルを重視した銘柄選定を行います。実質組入
外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行い為替変動リスクの低減を図ります。

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド受
益証券を主要投資対象とします。
このほか、当ファンドで直接投資
することがあります。 

マ ザ ー
ファンド 

ＮＡＳＤＡＱ登録株式を主要投
資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
ＮＡＳＤＡＱ総合指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

（円ヘッジベース）
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

17期(2013年７月31日) 4,540 0 14.6 126.44 22.4 93.9 － 1,836

18期(2014年７月31日) 5,740 0 26.4 155.62 23.1 94.8 － 1,963

19期(2015年７月31日) 6,114 0 6.5 178.10 14.4 95.7 － 2,550

20期(2016年８月１日) 5,862 0 △ 4.1 177.66 △ 0.2 88.1 － 1,821

21期(2017年７月31日) 6,992 0 19.3 216.12 21.7 93.9 － 1,872
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＮＡＳＤＡＱ総合指数とは、ＮＡＳＤＡＱ上場全銘柄の時価総額加重平均により算出され、1971年２月５日を基準値100としています。

ＮＡＳＤＡＱ総合指数（円ヘッジベース）は、ＮＡＳＤＡＱ総合指数をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
Ｎ Ａ Ｓ Ｄ Ａ Ｑ 総 合 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率

 騰 落 率 （円ヘッジベース） 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年８月１日 5,862 － 177.66 － 88.1 －

８月末 5,854 △ 0.1 179.57 1.1 92.5 －

９月末 5,921 1.0 180.89 1.8 91.8 －

10月末 5,784 △ 1.3 177.98 0.2 93.5 －

11月末 5,912 0.9 184.31 3.7 94.2 －

12月末 5,946 1.4 185.76 4.6 94.7 －

2017年１月末 6,103 4.1 191.70 7.9 92.4 －

２月末 6,344 8.2 200.02 12.6 95.2 －

３月末 6,427 9.6 201.52 13.4 95.3 －

４月末 6,547 11.7 205.89 15.9 96.2 －

５月末 6,928 18.2 210.89 18.7 93.6 －

６月末 6,780 15.7 208.60 17.4 95.0 －

(期  末)   

2017年７月31日 6,992 19.3 216.12 21.7 93.9 －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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1

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第21期：2016/８/２～2017/７/31）

基準価額の主な変動要因

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ19.3％の上昇となりました。

上昇要因 個別銘柄の株価が上昇したことが基準価額の上昇要因となりました。

第21期首： 5,862円
第21期末： 6,992円

（既払分配金 0円）
騰落率 ： 19.3％
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4

投資環境について （第21期：2016/８/２～2017/７/31）

◎ＮＡＳＤＡＱ株式市況
・2016年８月以降、雇用、住宅、小売関連の経済指標が概ね底堅いものとなったことに加
え、企業業績も底打ち傾向となったことから、市況の下値は堅いものとなりました。そ
の一方で、大統領選挙を前にしての利益確定と思われる売りもあり、市況の上値もまた
重いものとなりました。業種別では、選挙後の薬価政策を巡る不透明感から、バイオ関
連株が値を下げました。

・11月上旬の大統領選挙において、共和党のトランプ候補が当選し、議会選挙は上下院と
もに共和党が過半数を占めたことを受け、減税、規制緩和、インフラ投資拡大などへの
期待が高まり、市況は上昇することとなりました。

・2017年３月以降は、トランプ大統領の政治手腕への疑念から、各種施策の早期実現への
期待は剥落することとなりました。しかしながら、好調に推移する企業業績、また米連
邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利上げのペースも景気動向を十分配慮したものとな
るとの見通しが広がったことを背景に上昇基調が続きました。

当該投資信託のポートフォリオについて

＜三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース＞
・当ファンドは、ＮＡＳＤＡＱマザーファンド受益証券を通じて、ＮＡＳＤＡＱ登録株式
（ＲＥＩＴ（不動産投資信託証券）含む）に投資しました。また、為替ヘッジを行い、
為替変動リスクの低減を図る運用を行いました。為替ヘッジを行ったため、為替市況の
変動が基準価額に与える影響は限定的となりました。

・その結果、基準価額は期首に比べ19.3％上昇しました。

＜ＮＡＳＤＡＱマザーファンド＞
　基準価額は期首に比べ32.3％の上昇となりました。

・ＮＡＳＤＡＱ登録株式を主要投資対象とし、値上がり益の獲得をめざして運用を行いま
した。インターネット、バイオ・テクノロジー、消費などの成長産業に注目し、特に有
望と思われる企業に選別投資を行いました。銘柄選定にあたっては、フリーキャッシュ
フロー面からの割安感にも着目しました。

・銘柄数は、期首時点においては、規模を生かせる大手企業を投資の中心とし、30銘柄と
していました。

・当期においては、各業種において個別企業調査を進める中、徐々に投資対象銘柄を拡大
し、期末時点の組入銘柄は41銘柄となりました。

以上の結果、ＮＡＳＤＡＱ市況が上昇する中、一部インターネット関連株が好業績を背景
に上昇したことや為替が対円で上昇したことなどから、基準価額は上昇しました。

― 4 ―
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5

パフォーマンスに影響を与えた主な銘柄は以下の通りです。

（プラス要因）
◎銘柄
・「AMAZON.COM INC」：従来よりの主力事業であるオンライン小売業が順調に拡大すること

に加え、クラウド・サービスのＡＷＳ（アマゾン・ウェブ・サービス）などの事業も収
益に貢献するとの見通しから、期首より保有しました。収益が期待通り順調に拡大し、
業績に貢献、株価が上昇しました。

・「APPLE INC」：2017年秋に発売予定の新型iPhoneへの期待、また高価格帯製品の好調な売
上予想の下、期中に組み入れを引き上げました。期待通り、業績が拡大し、株価の上昇
につながりました。

（マイナス要因）
◎銘柄
・「O'REILLY AUTOMOTIVE INC」：自動車買い替えサイクルの長期化による修理、部品への需
要増大、また参入障壁の高さなどを評価し、組み入れを行いました。既存店売上高が、
会社予想を下回るなど、不振なものとなり、株価が下落しました。期中に全売却を行
い、より有望な銘柄へ資金を振り向けました。

・「SHIRE PLC－ADR」：難治性の希少疾病の分野に強みを持つことなどを評価し、期首より
保有しました。買収実施後の事業統合への不透明感、主力薬の競合懸念などが背景と思
われる売りから、株価が下落しました。株価下落により、株価水準面での割安感が高
まったことから継続保有しています。

（ご参考）
組入上位10業種
期首（2016年８月１日） 期末（2017年７月31日）

（注）比率は現物株式評価額に対する割合です。
（注）ＲＥＩＴを含めて表示しています。
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【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第21期

2016年８月２日～2017年７月31日

当期分配金 －　

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －　

当期の収益以外 －　

翌期繰越分配対象額 2,036　

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。

三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

6

当該投資信託のベンチマークとの差異について

分配金について

・当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設
けておりません。右記のグラフは当ファンド（ベ
ビーファンド）の基準価額と参考指数の騰落率と
の対比です。

・参考指数はＮＡＳＤＡＱ総合指数（円ヘッジベー
ス）です。

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次
表の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきまして
は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

― 6 ―
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7

今後の運用方針

＜三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース＞
◎今後の運用方針
・ＮＡＳＤＡＱマザーファンド受益証券を高位に組み入れる方針です。
・実質組入外貨建資産については原則として為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減に
努めます。

＜ＮＡＳＤＡＱマザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・米国の景気指標は、インフレ関連の指標が弱含むなど、強弱入り混じったものとなって
いますが、景気は緩やかなペースながらも依然として拡大基調にあると判断していま
す。企業業績も好調に推移しており、ＮＡＳＤＡＱ市況の下値リスク自体は小さいもの
と考えています。しかしながら、株価上昇のピッチが速かったこと、株価水準面での割
高感も徐々に高まってきていること、さらには金融政策面ではＦＲＢがバランスシート
縮小に着手することなどを考えあわせますと、より下値リスクに配慮した運用が必要と
なると思われます。個別銘柄においては、株価水準において妥当感があり、収益伸長の
余地が依然として大きい銘柄が上昇するなど、選別投資が進むと考えます。

◎今後の運用方針
・ＮＡＳＤＡＱ市場には、インターネット、半導体、バイオなど、高い収益成長が期待さ
れる企業が存在しており、銘柄選定により、高い投資収益を得ることが可能と考えます。

・スマートフォン、タブレット・パソコンの普及によりインターネット関連企業は恩恵を
受けます。オンライン商取引を行う企業は高成長を遂げています。ソーシャルネット
ワーク・サイトの運営企業も、モバイル経由のアクセス件数の増加により、確実に恩恵
を受けつつあります。また、ゲノム技術を実用化することにより新薬開発件数が拡大、
新たな収益拡大期を迎えつつあるバイオ企業にも引き続き注目しています。

・銘柄選定にあたっては、フリーキャッシュフロー面からの割安感などにも着目し、成長
力のある銘柄に投資することに注力する方針です。

― 7 ―
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○１万口当たりの費用明細 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 102  1.638 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） ( 48)  (0.776) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 47)  (0.754) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.108) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 12   0.195  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） ( 12)  (0.191)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.004)  

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.002)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)  

（d） そ の 他 費 用 1   0.020  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.015) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 115   1.855   

期中の平均基準価額は、6,231円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 373,996 976,000 535,552 1,414,000

 
 
 

○株式売買比率 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

 

項 目 
当 期 

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,611,017千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,412,220千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.49  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替先物取引 40,587 5,260 13.0 40,492 5,383 13.3

 
 
 

＜ＮＡＳＤＡＱマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3,919 357 9.1 5,691 612 10.8

為替直物取引 388 － － 2,603 412 15.8

平均保有割合 26.9%   
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,588千円
うち利害関係人への支払額（B） 330千円

（B）／（A） 9.2％  
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

○組入資産の明細 (2017年７月31日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 768,925 607,368 1,853,749
 
 
 

マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2017年７月31日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 1,853,749 98.2

コール・ローン等、その他 34,805 1.8

投資信託財産総額 1,888,554 100.0
 

（注） ＮＡＳＤＡＱマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（6,520,268千円）の投資信託財産総額（6,907,216千円）に対する

比率は94.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝110.35円    

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年７月31日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 3,702,198,619  

 コール・ローン等 26,524,463  

 ＮＡＳＤＡＱマザーファンド(評価額) 1,853,749,691  

 未収入金 1,821,924,465  

(B) 負債 1,829,361,374  

 未払金 1,813,643,771  

 未払解約金 665,986  

 未払信託報酬 15,020,987  

 未払利息 54  

 その他未払費用 30,576  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,872,837,245  

 元本 2,678,644,287  

 次期繰越損益金 △  805,807,042  

(D) 受益権総口数 2,678,644,287口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,992円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 3,106,561,919円 

期中追加設定元本額 615,285,902円 

期中一部解約元本額 1,043,203,534円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.6992円です。 

○損益の状況 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       13,992  

 受取利息 389  

 支払利息 △       14,381  

(B) 有価証券売買損益 309,995,288  

 売買益 877,107,297  

 売買損 △  567,112,009  

(C) 信託報酬等 △   30,139,848  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 279,841,448  

(E) 前期繰越損益金 135,586,303  

(F) 追加信託差損益金 △1,221,234,793  

 (配当等相当額) (    129,788,493) 

 (売買損益相当額) (△1,351,023,286) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  805,807,042  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  805,807,042  

 追加信託差損益金 △1,221,234,793  

 (配当等相当額) (    130,130,942) 

 (売買損益相当額) (△1,351,365,735) 

 分配準備積立金 415,427,751  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は805,807,042円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2016年８月２日～ 
2017年７月31日 

費用控除後の配当等収益額 17,021,945円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 212,535,801円

収益調整金額 130,130,942円

分配準備積立金額 185,870,005円

当ファンドの分配対象収益額 545,558,693円

１万口当たり収益分配対象額 2,036円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円
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＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）ため、信用リスク集中回避のための投資制限の追加およびこれに伴う

投資制限の記載の変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2016年11月１日） 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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ＮＡＳＤＡＱマザーファンド968068 

 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
ＮＡＳＤＡＱ総合指数 株   式

組 入 比 率
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

 
期 中
騰 落 率

（円換算ベース）
期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

17期(2013年７月31日) 16,375 45.8 354,703.38 54.0 94.1 － 4,897

18期(2014年７月31日) 22,005 34.4 459,009.27 29.4 94.5 － 7,835

19期(2015年７月31日) 28,575 29.9 636,173.87 38.6 96.1 － 20,186

20期(2016年８月１日) 23,073 △19.3 528,860.22 △16.9 90.4 － 6,908

21期(2017年７月31日) 30,521 32.3 703,445.94 33.0 94.9 － 6,609
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＮＡＳＤＡＱ総合指数とは、ＮＡＳＤＡＱ上場全銘柄の時価総額加重平均により算出され、1971年２月５日を基準値100としています。

ＮＡＳＤＡＱ総合指数（円換算ベース）は、ＮＡＳＤＡＱ総合指数をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

  

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 

《第21期》決算日2017年７月31日 

[計算期間：2016年８月２日～2017年７月31日] 

「ＮＡＳＤＡＱマザーファンド」は、７月31日に第21期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第21期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 

ＮＡＳＤＡＱ市場に登録されている株式を投資対象とし、キャピタルゲインの積極的な
獲得をめざします。組入銘柄につきましては、ボトムアップ・アプローチを基本として、
個別銘柄のファンダメンタルを重視した銘柄選定を行います。外貨建資産につきまして
は、原則として為替ヘッジを行いません。 

主 要 運 用 対 象 ＮＡＳＤＡＱ登録株式を主要投資対象とします。 

主 な 組 入 制 限 株式への投資割合に制限を設けません。外貨建資産への投資割合に制限を設けません。
 

― 13 ―
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
Ｎ Ａ Ｓ Ｄ Ａ Ｑ 総 合 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率

 騰 落 率 （円換算ベース） 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年８月１日 23,073 － 528,860.22 － 90.4 －

８月末 23,261 0.8 538,908.11 1.9 92.0 －

９月末 23,127 0.2 532,816.45 0.7 92.0 －

10月末 23,479 1.8 544,233.89 2.9 93.9 －

11月末 25,733 11.5 604,810.61 14.4 94.5 －

12月末 26,872 16.5 632,784.16 19.7 96.1 －

2017年１月末 27,069 17.3 638,896.34 20.8 93.7 －

２月末 27,885 20.9 659,815.46 24.8 95.7 －

３月末 28,235 22.4 663,529.80 25.5 94.9 －

４月末 28,584 23.9 673,185.42 27.3 96.7 －

５月末 30,218 31.0 688,305.96 30.1 94.2 －

６月末 29,929 29.7 688,167.20 30.1 95.6 －

(期  末)   

2017年７月31日 30,521 32.3 703,445.94 33.0 94.9 －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ32.3％の上昇となりました。 

 

  
（注） 参考指数は期首の値をファンド基準価額と同一になるよう指

数化しています。 

●投資環境について 

◎ＮＡＳＤＡＱ株式市況 
・ 2016年８月以降、雇用、住宅、小売関連の経済

指標が概ね底堅いものとなったことに加え、企

業業績も底打ち傾向となったことから、市況の

下値は堅いものとなりました。その一方で、大

統領選挙を前にしての利益確定と思われる売り

もあり、市況の上値もまた重いものとなりまし

た。業種別では、選挙後の薬価政策を巡る不透

明感から、バイオ関連株が値を下げました。 

・ 11月上旬の大統領選挙において、共和党のトラ

ンプ候補が当選し、議会選挙は上下院ともに共

和党が過半数を占めたことを受け、減税、規制

緩和、インフラ投資拡大などへの期待が高まり、

市況は上昇することとなりました。 

・ 2017年３月以降は、トランプ大統領の政治手腕

への疑念から、各種施策の早期実現への期待は

剥落することとなりました。しかしながら、好

調に推移する企業業績、また米連邦準備制度理
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事会（ＦＲＢ）による利上げのペースも景気動

向を十分配慮したものとなるとの見通しが広

がったことを背景に上昇基調が続きました。 
 

◎為替市況 
・ 期首に比べ、対米ドルで7.7％の円安・米ドル高

となりました。トランプ新大統領の一連の施策

による景気拡大期待から、米国金利が上昇した

ことなどが背景となりました。 
 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・ ＮＡＳＤＡＱ登録株式を主要投資対象とし、値

上がり益の獲得をめざして運用を行いました。

インターネット、バイオ・テクノロジー、消費

などの成長産業に注目し、特に有望と思われる

企業に選別投資を行いました。銘柄選定にあ

たっては、フリーキャッシュフロー面からの割

安感にも着目しました。 

・ 銘柄数は、期首時点においては、規模を生かせ

る大手企業を投資の中心とし、30銘柄としてい

ました。 

・ 当期においては、各業種において個別企業調査

を進める中、徐々に投資対象銘柄を拡大し、期

末時点の組入銘柄は41銘柄となりました。 
 
以上の結果、ＮＡＳＤＡＱ市況が上昇する中、

一部インターネット関連株が好業績を背景に上昇

したことや為替が対円で上昇したことなどから、

基準価額は上昇しました。 

パフォーマンスに影響を与えた主な銘柄は以下

の通りです。 
 

（プラス要因） 

◎銘柄 
・ 「AMAZON.COM INC」：従来よりの主力事業である

オンライン小売業が順調に拡大することに加え、

クラウド・サービスのＡＷＳ（アマゾン・ウェ

ブ・サービス）などの事業も収益に貢献すると

の見通しから、期首より保有しました。収益が

期待通り順調に拡大し、業績に貢献、株価が上

昇しました。 

・ 「APPLE INC」：2017年秋に発売予定の新型

iPhoneへの期待、また高価格帯製品の好調な売

上予想の下、期中に組み入れを引き上げました。

期待通り、業績が拡大し、株価の上昇につなが

りました。 
 

（マイナス要因） 

◎銘柄 
・ 「O'REILLY AUTOMOTIVE INC」：自動車買い替え

サイクルの長期化による修理、部品への需要増

大、また参入障壁の高さなどを評価し、組み入

れを行いました。既存店売上高が、会社予想を

下回るなど、不振なものとなり、株価が下落し

ました。期中に全売却を行い、より有望な銘柄

へ資金を振り向けました。 

・ 「SHIRE PLC－ADR」：難治性の希少疾病の分野に

強みを持つことなどを評価し、期首より保有し

ました。買収実施後の事業統合への不透明感、

主力薬の競合懸念などが背景と思われる売りか

ら、株価が下落しました。株価下落により、株

価水準面での割安感が高まったことから継続保

有しています。 
 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・ 米国の景気指標は、インフレ関連の指標が弱含

むなど、強弱入り混じったものとなっています

が、景気は緩やかなペースながらも依然として

拡大基調にあると判断しています。企業業績も

好調に推移しており、ＮＡＳＤＡＱ市況の下値

リスク自体は小さいものと考えています。しか

しながら、株価上昇のピッチが速かったこと、

株価水準面での割高感も徐々に高まってきてい

ること、さらには金融政策面ではＦＲＢがバラ

ンスシート縮小に着手することなどを考えあわ

せますと、より下値リスクに配慮した運用が必

要となると思われます。個別銘柄においては、

株価水準において妥当感があり、収益伸長の余

地が依然として大きい銘柄が上昇するなど、選

別投資が進むと考えます。 
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ＮＡＳＤＡＱマザーファンド

◎今後の運用方針 
・ ＮＡＳＤＡＱ市場には、インターネット、半導

体、バイオなど、高い収益成長が期待される企

業が存在しており、銘柄選定により、高い投資

収益を得ることが可能と考えます。 

・ スマートフォン、タブレット・パソコンの普及

によりインターネット関連企業は恩恵を受けま

す。オンライン商取引を行う企業は高成長を遂

げています。ソーシャルネットワーク・サイト

の運営企業も、モバイル経由のアクセス件数の

増加により、確実に恩恵を受けつつあります。

また、ゲノム技術を実用化することにより新薬

開発件数が拡大、新たな収益拡大期を迎えつつ

あるバイオ企業にも引き続き注目しています。 

・ 銘柄選定にあたっては、フリーキャッシュフ

ロー面からの割安感などにも着目し、成長力の

ある銘柄に投資することに注力する方針です。 
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ＮＡＳＤＡＱマザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 52  0.194 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） (51)  (0.191)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.004)  

（b） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.002  (b)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)  

（c） そ の 他 費 用 4   0.016  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.015) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 57   0.212   

期中の平均基準価額は、26,762円です。  

 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

外 

国 

 百株 千アメリカドル 百株 千アメリカドル 
アメリカ 6,247 35,183 6,091 51,295 
 (  205) (    －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） ( )内は株式分割・増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

  

株式 
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ＮＡＳＤＡＱマザーファンド

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 
国 

アメリカ 千口 千アメリカドル 千口 千アメリカドル 
 EQUINIX INC － － 4 1,685 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○株式売買比率 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 9,611,017千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,412,220千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.49  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3,919 357 9.1 5,691 612 10.8

為替直物取引 388 － － 2,603 412 15.8
 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 13,329千円
うち利害関係人への支払額（B） 1,261千円

（B）／（A） 9.5％  
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 
 
  

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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ＮＡＳＤＡＱマザーファンド

○組入資産の明細 (2017年７月31日現在) 

 

 

銘              柄 
期首(前期末) 当 期 末 

業   種   等 
株  数 株  数

評    価    額 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 百株 百株 千アメリカドル 千円  
CSX CORP － 241 1,204 132,945 運輸 

CME GROUP INC 313 192 2,328 256,958 各種金融 

HASBRO INC － 83 877 96,847 耐久消費財・アパレル 

FIFTH THIRD BANCORP － 176 464 51,234 銀行 

STERICYCLE INC 62 140 1,066 117,723 商業・専門サービス 

INTEL CORP 846 255 900 99,359 半導体・半導体製造装置 

CISCO SYSTEMS INC － 361 1,137 125,564 テクノロジー・ハードウェアおよび機器

COSTCO WHOLESALE CORP 126 133 2,042 225,402 食品・生活必需品小売り 

APPLIED MATERIALS INC － 389 1,760 194,240 半導体・半導体製造装置 

ELECTRONIC ARTS INC 136 51 605 66,810 ソフトウェア・サービス 

CHILDREN'S PLACE INC/THE － 52 548 60,566 小売 

ROSS STORES INC 158 216 1,187 131,088 小売 

AMGEN INC － 52 907 100,154 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

MICROSOFT CORP 1,036 691 5,047 556,943 ソフトウェア・サービス 

STARBUCKS CORP 113 240 1,296 143,013 消費者サービス 

JETBLUE AIRWAYS CORP － 190 419 46,252 運輸 

O'REILLY AUTOMOTIVE INC 68 － － － 小売 

ACTIVISION BLIZZARD INC 226 126 774 85,440 ソフトウェア・サービス 

COMCAST CORP-CLASS A 208 290 1,146 126,469 メディア 

XILINX INC 78 － － － 半導体・半導体製造装置 

ALIGN TECHNOLOGY INC － 44 761 84,027 ヘルスケア機器・サービス

GILEAD SCIENCES INC 374 257 1,952 215,449 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

INTUITIVE SURGICAL INC － 7 687 75,818 ヘルスケア機器・サービス

CTRIP.COM INTERNATIONAL-ADR － 165 985 108,718 小売 

PATTERSON-UTI ENERGY INC － 295 575 63,511 エネルギー 

MAXIM INTEGRATED PRODUCTS 189 － － － 半導体・半導体製造装置 

AMAZON.COM INC 78 33 3,427 378,206 小売 

NVIDIA CORP 72 － － － 半導体・半導体製造装置 

DISH NETWORK CORP-A － 89 569 62,796 メディア 

BIOGEN INC 47 28 819 90,399 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

ADOBE SYSTEMS INC 36 － － － ソフトウェア・サービス 

CELGENE CORP 336 147 1,971 217,529 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

APPLE INC 304 332 4,963 547,711 テクノロジー・ハードウェアおよび機器

ZIONS BANCORPORATION － 251 1,136 125,360 銀行 

BAIDU INC - SPON ADR － 30 660 72,831 ソフトウェア・サービス 

MONSTER BEVERAGE CORP － 177 945 104,320 食品・飲料・タバコ 

EXPEDIA INC 76 － － － 小売 

ULTA BEAUTY INC － 35 870 96,015 小売 

BIOMARIN PHARMACEUTICAL INC － 31 273 30,219 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

VERISK ANALYTICS INC 84 50 436 48,178 商業・専門サービス 

REGENERON PHARMACEUTICALS 68 16 819 90,379 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

FACEBOOK INC-A 400 175 3,023 333,688 ソフトウェア・サービス 

ALPHABET INC-CL C 78 52 4,971 548,580 ソフトウェア・サービス 

LHC GROUP INC 73 － － － ヘルスケア機器・サービス

TAKE-TWO INTERACTIVE SOFTWRE 207 90 720 79,551 ソフトウェア・サービス 

SURGICAL CARE AFFILIATES INC 67 － － － ヘルスケア機器・サービス 

外国株式 
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ＮＡＳＤＡＱマザーファンド

 

銘              柄 
期首(前期末) 当 期 末 

業   種   等 
株  数 株  数

評    価    額 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 百株 百株 千アメリカドル 千円  
SHIRE PLC-ADR 157 101 1,708 188,493 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
KRAFT HEINZ CO/THE － 94 823 90,908 食品・飲料・タバコ 

合 計 
株 数 ・ 金 額 6,020 6,382 56,816 6,269,710  
銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 29 40 － ＜94.9％＞  

 
（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 邦貨換算金額欄の< >内は、純資産総額に対する各国別株式評価額の比率。 

 

 

 

銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 千口 千口 千アメリカドル 千円 ％

EQUINIX INC 6 1 886 97,863 1.5

合 計 
口  数 ・ 金  額 6 1 886 97,863 

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 1 － ＜1.5％＞ 
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 比率および合計欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

 

○投資信託財産の構成 (2017年７月31日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

株式 6,269,710 90.8

投資証券 97,863 1.4

コール・ローン等、その他 539,643 7.8

投資信託財産総額 6,907,216 100.0
 

（注） 期末における外貨建純資産（6,520,268千円）の投資信託財産総額（6,907,216千円）に対する比率は94.4％です。 
（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝110.35円    

 

  

外国投資信託証券 
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ＮＡＳＤＡＱマザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年７月31日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 6,907,216,948  

 コール・ローン等 201,512,421  

 株式(評価額) 6,269,710,921  

 投資証券(評価額) 97,863,014  

 未収入金 337,660,733  

 未収配当金 469,859  

(B) 負債 297,710,188  

 未払金 297,710,004  

 未払利息 184  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,609,506,760  

 元本 2,165,568,824  

 次期繰越損益金 4,443,937,936  

(D) 受益権総口数 2,165,568,824口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 30,521円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,994,140,447円 

期中追加設定元本額 538,109,465円 

期中一部解約元本額 1,366,681,088円 

また、１口当たり純資産額は、期末3.0521円です。 

○損益の状況 (2016年８月２日～2017年７月31日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 77,497,770  

 受取配当金 73,191,327  

 受取利息 2,917  

 その他収益金 4,341,484  

 支払利息 △       37,958  

(B) 有価証券売買損益 1,832,813,182  

 売買益 2,083,070,323  

 売買損 △  250,257,141  

(C) 保管費用等 △    1,092,770  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,909,218,182  

(E) 前期繰越損益金 3,914,148,131  

(F) 追加信託差損益金 876,890,535  

(G) 解約差損益金 △2,256,318,912  

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 4,443,937,936  

 次期繰越損益金(Ｈ) 4,443,937,936  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 
 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 
三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース 607,368,596円 
三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ｂコース 1,558,200,228円 
合計 2,165,568,824円 
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